
田欄59年 3月 7日

原子力鉛「むつJに関する横対委員会

委 員 長  = 塚    憾

原子力総「むつJの取り扱いについて、本委員会において検対の結果、下配の結論

を得ましたので椰縫告申し上げます。

1己

1)原 子力推進による蘭用船の実用IL時 代の到窯は、その可能性を排除し博ないが

三近とは認めがたヤヽaよ つて従来の「むつ」による実験計画案は露蕪し、将来の

熱月炉路発のため必要にして最小長のデータ、知見を持ることを目的とする新賞

験計画を、政府により検討査員会に提示された実線縮小の考え方に冷って、速ゃ

かに抱定することとする。計画の推定に当つて、その必要経費は極力専1凛に努め  /
るものとする。

この計画により¬所定の目的達成後、直ちに解役指貿をとる。

上記実験は、解役を含め、五者協定にもとづいて建設される関根謀新港を、定

係港として行なうこととする。

実践劇始に先立ち、「むつ」の安全住、健全性について、周到な計画のもとに、

燎嵐的な点績を行なう。この最程で仮に実餃に支障のある撻大な欠陥が発見され,

た場合、あるいは万一予銅せぬ事情にょり、実験計画に大幅な変更が必要となっ

た相合には、その壽点で「むつJに よる実歳は中断することとする]

政府は、実農計菖の実施にあたつては、新護に回港後、できる限り逮やかに実

験を開始するよう努め、また実験航海はおおむね一年を目選として、これを完結

す0よ う量管の努力を爾う . 以 上
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